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【
墨
田
・
書
記
・
原
優

伍
通
信
員
】4
月
9
日
、

両
国
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ル
に

て
支
部
大
会
を
1
日
で

開
催
、
若
者
や
女
性
が

入
職
す
る
魅
力
あ
る
建

設
産
業
の
実
現
な
ど
を

掲
げ
、
本
会
議
と
7
つ

の
分
散
会
で
大
会
議
案

を
討
議
し
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
専
門

部
議
案
の
他
に
①
建
設

業
界
の『
現
状
と
課
題
』

②
墨
田
支
部
が
取
り
組

む
『
地
域
活
動
』
③
春
の
拡
大
月

間
に
向
け
て
『
2
7
0
0
人
支
部

復
活
と
、
次
世
代
を
担
う
組
織
建

設
』を
共
通
テ
ー
マ
に
活
発
議
論
。

最
後
は
、
明
る
い
未
来
を
め
ざ
す

強
い
決
意
を
胸
に
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
藤
川
善
清
。
副
委
員
長
・
福
井

寿
英
、
林
幸
樹
、
小
島
明
。
書
記

長
・
出
雲
洋
行
。
書
記
次
長
・
鈴

木
和
幸
、
長
妻
伸
治
。

【
町
田
・
書
記
・
澤
海
比
可
瑠

通
信
員
】
町
田
支
部
は
4
月
9
日

に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
東
京
町

田
で
、
第
58
回
定
期
大
会
を
93
人

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
尾
花
委
員
長
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
残
る
中
、
徐
々

に
運
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

た
1
年
を
振
り
返
り
、
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
3
年

連
続
で
組
織
後
退
と
な
っ
た
拡
大

行
動
に
も
ふ
れ
、
仲
間
の
奮
闘
で

早
期
に
2
5
0
0
人
支
部
を
回
復

さ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

青
木
書
記
長
の
基
調
報
告
で

は
、
群
再
編
に
よ
る
分
会
活
性
化

を
重
点
に
掲
げ
、
役
員
の
固
定
化

や
高
齢
化
の
問
題
の
解
決
を
目
指

す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
4
年
ぶ
り
と
な
る

分
科
会
を
開
催
し
、
各
会
場
で
熱

心
な
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
尾
花
慎
司
。
副
委
員
長
・
二
階

堂
敦
、
黒
木
敬
士
。
書
記
長
・
青

木
伸
太
郎
。
書
記
次
長
・
澤
海
比

可
瑠
、
角
毅
征
。

【
江
東
・
書
記
・
名
越
秀
和
記
】

第
68
回
支
部
大
会
を
4
月
9
日
に

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
全
体
92

人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

冨
樫
委
員
長
か
ら

「
昨
年
は
大
変
な
1
年

だ
っ
た
。
仲
間
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め

「
よ
り
良
き
江
東
、
誇

り
高
き
江
東
支
部
」
を

め
ざ
そ
う
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

実
川
書
記
長
に
よ
る
基
調
報
告

で
は
、
今
年
の
1
月
現
勢
が
3
0

0
0
人
の
大
台
を
割
っ
た
こ
と
を

全
員
で
心
に
刻
み
、
次
年
度
に
向

け
全
員
で
団
結
し
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

運
動
面
で
は
「
誰
一
人
も
取
り

残
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
「
み

ん
な
の
食
堂
」
な
ど
の
支
援
活
動

も
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
分
科
会
は

5
会
場
で
活
発
な
意
見
討
論
が
な

さ
れ
、
最
後
は
野
田
副
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
幕
し
ま
し

た
。新

四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
冨
樫
康
弘
。
副
委
員
長
・
菅
野

元
淑
、
野
田
智
文
、
花
岡
康
雄
。

書
記
長
・
実
川
英
治
。
書
記
次
長

・
村
瀬
健
一
郎
、
伊
藤
忠
。

【
八
王
子
・
書
記
・
竹
内
史
朗

記
】
第
55
回
八
王
子
支
部
定
期
大

会
を
4
月
9
日
、
東

京
た
ま
未
来
メ
ッ
セ

で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
は
全
体
で
74
人

で
し
た
。

2
0
2
2
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
で
見
送
ら

れ
て
き
た
住
宅
デ
ー

や
支
部
レ
ク
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
開
催
な

ど
、
「
仲
間
と
つ
な
が
る
活
動
」

が
大
き
く
前
進
し
た
1
年
と
総

括
、
2
0
2
3
年
度
は
支
部
創
立

55
周
年
を
迎
え
る
年
と
し
て
、
公

契
約
条
例
制
定
な
ど
建
設
産
業
全

体
の
賃
金
底
上
げ
、
土
建
国
保
の

育
成
強
化
と
社
会
保
障
改
悪
阻

止
、
安
定
し
た
2
2
0
0
人
支
部

の
実
現
な
ど
の
運
動
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
教
宣
部
の
「
大
勢

の
仲
間
に
支
部
機
関
紙
の
記
事
を

書
い
て
も
ら
お
う
」
と
の
方
針
に

対
し
、
記
事
提
供
の
謝
礼
を
ふ
や

し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
新
年
度
の
教
宣
部
会
で
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
運
動
を
推
進
し
て
い

く
中
で
、
基
礎
組
織
で
あ
る
「
群

・
分
会
」
の
再
活
性
化
、
次
代
を

担
う
青
年
・
後
継
者
世
代
の
育
成

強
化
な
ど
を
重
要
課
題
と
し
て
位

置
づ
け
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
矢
吹
一
幸
。
副
委
員
長
・
三
上

和
代
。
書
記
長
・
久
保
哲
也
。
書

記
次
長
・
太
田
克
宏
。

【
江
戸
川
・
書
記
・
中
村
徹
通

信
員
】
4
月
9
日
、
支
部
会
館
に

お
い
て
第
72
回
江
戸
川
支
部
支
部

大
会
を
開
催
、
総
勢
1
6
8
人
の

参
加
で
し
た
。
今
年
は
分
科
会
も

開
催
し
て
、
活
発
な
議
論
が
で
き

ま
し
た
。

遠
藤
委
員
長
か
ら
、
組
合
活
動

が
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
仲
間

の
繋
が
り
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
昨
年
度
の
総

括
と
組
織
増
勢
回
復
へ
向
け
た
方

針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
分
会
か
ら
分
会
合
併
の

提
案
が
あ
り
、
各
分
会
の
意
向
と

実
情
把
握
に
努
め
る
こ
と
と
し
、

今
後
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
事
を

確
認
し
ま
し
た
。
議
案
等
は
原
案

通
り
承
認
さ
れ
、
新
年
度
役
員
の

選
出
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま

し
た
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
遠
藤
喜
世
志
。
副
委
員
長
・

木
城
幸
二
、
髙
梨
俊
一
、
清
水
辰

夫
、
武
山
文
彦
、
田
嶋
隆
人
。
書

記
長
・
釜
谷
邦
朗
。
書
記
次
長
・

中
村
安
彦
、
池
田
創
、
藤
井
文
理
、

野
崎
高
志
。

【
日
野
・

書
記
・
田
辺

真
樹
記
】
4

月
9
日
、
ホ

テ
ル
エ
ミ
シ

ア
東
京
立
川

で
第
49
回
日

野
支
部
定
期

大
会
が
42
人

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
来
年
の

支
部
結
成
50

周
年
に
向

け
、
仲
間
の

つ
な
が
り
を
再
結
集
し
、
平
和
で

こ
そ
成
り
立
つ
建
設
産
業
の
明
る

い
発
展
を
実
現
し
よ
う
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
共
に
、
4
年
ぶ
り

の
1
日
開
催
で
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
50
周
年
に
向
け
た

3
つ
の
柱
と
し
て
組
織
の
増
勢
、

産
業
対
策
運
動
の
前
進
、
新
会
館

の
実
現
に
つ
い
て
方
針
を
掲
げ
、

基
礎
組
織
で
あ
る
群
の
活
性
化
や

事
業
所
分
会
の
運
動
へ

の
参
加
な
ど
の
事
業
所

組
織
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
言
及
し
、
方
針
へ

の
団
結
を
誓
い
ま
し

た
。新

四
役
は
次
の
通

り
。
委
員
長
・
髙
木
一
。

副
委
員
長
・
伊
東
靖
晃
、

石
田
浩
士
。
書
記
長
・

西
村
滋
雄
。
書
記
次
長

・
島
津
竜
也
、
中
ひ
と

み
、
田
辺
真
樹
、
梅
沢

弘
樹
、
三
角
幸
太
郎
。

【
多
摩
・
稲
城
・
永
田
厚
生
通

信
員
】
多
摩
・
稲
城
支
部
は
4
月

16
日
に
多
摩
永
山
情
報
教
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
55
回
多
摩
・

稲
城
支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

出
席
代
議
員
は
48
人
、
特
別
代

議
員
は
8
人
。
会
場
の
関
係
で
代

議
員
数
は
縮
小
と
な
り
ま
し
た

が
、
4
年
ぶ
り
と
な
る
分
科
会
も

行
な
っ
た
一
日
開
催
で
の
定
期
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
の
決
算
、
2
0

2
3
年
度
の
活
動
方
針
・
予
算
・

新
役
員
体
制
等
い
ず
れ
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
会
で
の
質
疑
は

11
本
あ
り
、
専
門
部
課
題
も
含
ま

れ
ま
し
た
。
分
科
会
は
2
〜
3
専

門
部
を
、
5
つ
の
会
場
に
分
け
て

行
な
い
ま
し
た
。
各
分
科
会
で
活

発
な
発
言
・
議
論
が
行
な
わ
れ
、

全
体
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
や
、
活
動
を
新
執

行
部
で
議
論
し
、
支
部
運
動
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

新
四
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
三
橋
誠
。副
委
員
長
・
櫻
井
潤
、

大
和
田
隆
裕
。
書
記
長
・
綿
引
一

茂
。
書
記
次
長
・
鈴
木
寛
次
。
四

役
待
遇
・
丸
山
篤
義
。

八
王
子
、日
野
、

多
摩
・
稲
城
、町
田

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

３つの柱の実現を
「増勢、産対前進、新会館」

重
点
に
分
会
活
性
化

町田

来年の50周年にむけガンバロー

役
員
固
定
化
の
解
決
め
ざ
す青木書記長の基調報告

繋
が
る
活
動
が
前
進

八王子

日
野

５５
周
年
で
２
２
０
０
人
に

参加は全体で74人

多摩・稲城

５
分
科
会
で
討
論

全
体
会
で
は
活
発
な
質
疑

若
者
や
女
性
が
入
職
す
る

墨田

魅
力
あ
る
建
設
業
に

活
動
戻
り
繋
が
り
深
ま
る

江戸川

分
会
合
併
は
慎
重
に

明るい未来へ強い決意を胸に

３
０
０
０
人
回
復
で

江東

誇
り
高
き
支
部
め
ざ
そ
う

冨樫委員長（右）

江
東
ブ
ロ
ッ
ク

江
東
ブ
ロ
ッ
ク
墨
田
、江
東
、江
戸
川


